
１　政府のＩＴ戦略とエル・ネット

昨今、ＩＴ革命などと言われ、ＩＴ
（情報通信技術）が大はやりです。そし
て、ややもすれば「ＩＴ＝コンピュー
タとインターネットのこと」と早合点
されているように見えます。確かに、
政府が現在積極的に進めている教育・
学習の情報化戦略では、各学校・教室
や公民館・図書館などにコンピュータ
を導入しネットワーク接続することが
重要な施策となっています。
しかし、もちろんＩＴはインターネ

ットに限られるものではなく、政府の

定めた「e-Japan重点計画」の中で、「衛
星通信を活用して提供される情報・研
修番組や学習番組等が全国で受信でき
るなど生涯学習の振興に資するために
必要な受信設備の配置を行えるように
する。」と記述されているところです。

２　オープンカレッジの利点と将来性

さて、エル・ネット「オープンカレ
ッジ」は、いうまでもなく、衛星通信
を活用した大学公開講座ですが、４月
末現在、公民館・図書館・学校など
1650を越える受信施設において受講さ
れ、受信施設の数も着実に増加してい

ます。
通信環境について言えば、インター

ネットの接続環境は毎年のように改善
されていますが、それでも、例えば
小・中・高等学校等の各教室でインタ
ーネットを活用する際に、現在のエ
ル・ネットの６MBPSという通信速度
を実現するのは、今から５年たっても
容易ではないでしょう。
なお、アメリカの遠隔教育の主流は、

通信衛星からインターネット活用に移
りつつあるようですが、アメリカでは、
講座による単位取得を昇格や転職に生
かす人が多勢であるのに対し、日本で
は、資格取得のためや楽しみ・生きが
いのためなど、多様な目的の受講者が
存在し、オープンカレッジのようなグ
ループ学習型の通信衛星方式は、日本
の現状に即しているように思われます。
ただ、オープンカレッジでも、質問をe
メールで集めたりしていますが、受講
者のニーズに応じてその時点で最適と
思われる手段を柔軟に取り入れていく
発想が重要かと思います。
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※お知らせ：『エル・ネット「オープンカレッジ」について（第２年次報告書）』を発行しました。ホームページ（URL.http://www.opencol.gr.jp）からＰＤＦファイルで
見ることができます。また、平成12年度に行われたモデル事業の報告もアップしています。（事務局）



※お詫び：先にお送りした「平成13年度エル・ネット「オープンカレッジ」パンフレット中の、東京工業大学と横浜国立大学の講座名が入れ替わっておりました。ここに
訂正してお詫び致します。（事務局）
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